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最近は「ふたば」を通してしかご挨拶する機会がなく、残念に思っており

ますが、この小冊子をご覧いただきありがとうございます。最近は社会や医

療環境が激変し、好むと好まざるとに拘わらず、われわれ自身も大きく変わ

らざるを得ない状況に直面しております。当たり前や常識が通用しなくなる

一方で、従来以上に強固に守り通さなければならないものも再認識していま

す。後者の一つに、地域に密着した病院機能があろうかとおもいます。 

当院は東区の基幹病院ではありますが、感染対策の基本施設でもあること

を再認識し、その責任の大きさを痛感しております。職員一同、今後も当院

の医療の質の向上に努力して参ります。病院の役割として、直近には第３回

目のワクチン接種という課題があります。今後さらに何らかの役割を果たさ

なければならないこともあろうかと思います。当院の責任を自覚し、地域の

皆様の健康を守ることに繋がるよう、着実に歩みを進めたいと思っておりま

す。引き続きご支援ご指導賜りますようお願いいたします。 

東区多職種連携の会～ひがしの絆～ 

ひがし 
広島市東区医師会との活動のひとつに「東区多職種連携の会～ひがしの絆～」があります。「ひがしの絆」

では、在宅で摂食嚥下機能障害が疑われる患者さんが短期入院し、摂食嚥下に関する検査やリハビリを行い、

在宅でも指導訓練を継続できるシステムを構築し、2020 年 10 月より「ひがしの絆 摂食嚥下支援ネットワ

ーク」として活動を開始しました。 

対象は在宅や施設療養されている摂食嚥下障害の疑われる患者さんで、東区の医療機関より入院施設を選

択しお申込み頂きます。 

当院の摂食嚥下支援チームはリハビリ科医師、言語聴覚士、管理栄養士、薬剤師、認定看護師で構成され

ており、患者さんが入院した時点でチームメンバーが主体となり嚥下に特化した検査やリハビリ、その人ら

しさを支えるためのカンファレンスを実施し、在宅や施設へ戻り生活をしてもらう支援を行います。 

当院ではコロナ禍の影響もありましたが、2021 年度には 1 名に関わらせていただきました。高齢で経口

摂取が困難となり中心静脈栄養管理が必要な方でしたが「アイスクリームが好き。食べたい。」とご本人や

ご家族からの強い希望がありチームで介入し、少量の経口摂取が可能となり転院されました。今後も「食べ

たい。」の支援が継続できるようにチームで奮闘していきます。 

 

摂食嚥下支援チーム 



                         ホームページに当院年報を掲出しています。診療科のご紹介 
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常勤医師 3人、非常勤医師 2人で診療を行っています。一般診療、

糖尿病網膜症などのレーザー、加齢黄斑変性や網膜静脈閉塞症など

の硝子体内注射、眼瞼痙攣や顔面痙攣のボトックス注射、ドライア

イの涙点プラグ治療、翼状片手術などを行っています。 

なかでも、白内障手術と緑内障手術に注力しています。2020年度

は、白内障手術（入院、外来手術のどちらでも可）は 683件、緑内

障手術は 89件でした。 

緑内障は、生涯の治療が必要で、点眼、レーザー、手術など様々

な治療法から、適切な方法を選択することが大切です。最近は、新

しい術式がいろいろと開発されています。 

当院では、低侵襲緑内障手術と言われる、μフックロトミーや、

白内障手術と同時に行う水晶体再建術併用眼内ドレーン手術

（iStent inject®W）をはじめ、難治性緑内障の治療に有用な

Baerveldt®、AhmedTM 緑内障治療用インプラント挿入術まで幅広

く対応しています。2020年冬から、点眼の代わりに眼圧を下げるレ

ーザー手術（SLT；選択的レーザー線維柱帯形成術）も導入されま

した。 

「生涯、見える」を目標に、近隣の先生方にご指導いただきなが

ら、地域医療に貢献できるよう努力してまいります。 

 

眼科 主任部長 田中 文香 たなか あやか 

健診を通じて病気の予防と早期発見に努め、 

受診される方々の健康維持・増進に積極的に貢献します 

 

 

当健診センターにおいては 1) 安心して健診が受けられるように

環境を整える 2)安全で質の高い健診を推進する 3)丁寧でわかり

やすい情報提供を心がける 4) 病院併設型健診センターの利点を

生かし、各診療科と密に連携する、を基本方針としています。 

日ごろから定期的に検査を受けて、がんを早期に発見することや

生活習慣病に早期に介入していくことが重要です。そのため当セン

ターではベーシックなコースに加え、豊富なオプションを取り揃え

ています。動脈硬化の指標として超悪玉コレステロール  (small 

dense LDL-C)、LOX-index の採血を行っており、MCG(Multifunc 

tion Cardiogram)、心臓 CT など心臓に特化したオプションも用意

しています。AGEs (Advanced Glycation Endproducts: 最終糖化生

成物)や、テロメアの測定も可能です。 

また昨年度から開始した保健指導を推し進めていきます。 

日本人間ドック学会には医師のみならず、看護師、検査技師、事

務職も積極的に参加し、演題発表も行い、日常診療に生かしていま

す。 

現在感染拡大防止策を厳格に実施しながら運営しております。受

診される方々が安心して諸検査が受けられるよう努めてまいります

ので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

健診センター 

 

健診センター 主任部長 野村 秀一 のむら しゅういち  

 

受診される方々の健康維持・増進に積極的に貢献します 

 

 

緑内障があって白内障手術が必要な時は、ご相談ください 

眼科 

 



今回は連携医療機関の「松野クリニック」です。お話は院長の松野 清先生に伺いました。 

3. 

松野クリニック（胃腸科・肛門科・外科） 
院長：松野 清    電話：082-508-4488 
住所：〒732-0023 広島市東区中山東 2丁目 2-33 
 

Tel:082-262-1171 Fax:082-262-1499 〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 

連携医療機関のご紹介 

松野クリニック （広島市東区） 

 

部活動紹介 

 

 

 

 

 

松野 清先生 

（松野クリニック院長） 

クリニックの特徴と連携 

当院は 1998 年開院の無床診療所です。生活習慣病の相談と治療、また、往診・

訪問診療などを通して地域に根ざした医療を行っています。広島鉄道病院の時から

下部消化管内視鏡検査、放射線診断、手術などでお世話になっています。JR広島病

院になり、人工透析外科(慢性腎臓病)やリウマチ科・膠原病内科も新設されて紹介

先として重要性が増しています。 

病診連携 

2003 年から 21年まで開かれた、JR広島病院整形外科疾患病診連携会(JR天神会)

の幹事をしました。会はメディカルスタッフも参加出来、各職種間の連携に役立ち

ました。現在も二葉の里消化器病研究会や循環器病研究会もあり、顔の見える関係

が出来ていると思います。 

 
JR広島病院に期待すること 

新院長になり、以前に増して土日祝日の急患への対応して頂くように

なり助かっています。これからも宜しくお願いします。 

  

バスケットボール部代表  黒島 眞太郎  

■ バレーボール部 

私達、バレーボール部はJR 西日本広島女子バレーボール部として発足し、現在はJR

広島病院バレーボール部として約20名が在籍しています。春にはバレーボール大会、秋

にはソフトバレーボール大会があり、毎年好成績を残しています。月に１～２回程度しか

練習ができませんが、多職種で楽しく仲良く練習することを心がけて集まっています。 

昨年よりコロナの影響で活動ができていませんが、バレーボールを通して知り合った仲

間達は医療現場でもつながっています。医療と同じようにバレーボールもチームワークを

大事に取り組めたらと思います。 バレーボール部代表  滝口 友理子 

■ バスケットボール部 

バスケットボール部は現在23名の部員と共に活動しています。月に約１～２回、市営

のスポーツセンターなどを借りて、活動をしています。現在はコロナウイルス感染症の影

響で活動出来ない時期もありますが、感染者数が落ち着いている時期は、日頃の運動不足

や仕事のストレス発散、多職種間の交流などを目的に活動しています。 

今後、労働組合が主催するバスケ大会や、広島の医療従事者のバスケ大会『広島メディ

カルバスケ大会』などにも参加を検討しています。交流試合もいつでも受け付けておりま

す。みんなで楽しくバスケしましょう！ 

 



 


